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な
っ
た
の
か
と
思
っ
た
。
最

近
は
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
た

が
…
▼
麻
生
氏
が
「
温
暖
化

で
北
海
道
の
米
が
う
ま
く
な

っ
た
」
と
発
言
。
農
家
の
努

力
や
品
種
改
良
を
無
視
し

た
、
温
暖
化
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
す
る
発
言
と
し
て

批
判
さ
れ
て
い
る
▼
イ
ギ
リ

ス
で
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

の
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
も
日

本
は
不
名
誉
な
「
化
石
賞
」

を
受
賞
し
た
。
温
暖
化
対

策
、
政
治
家
の
意
識
が
問
わ

れ
て
い
る
▼
燃
料
価
格
の
値

上
が
り
。
そ
の
関
係
で
石
油

製
品
・
電
気
料
金
・
食
料
品

な
ど
が
値
上
が
り
し
て
い

く
。
賃
金
が
上
が
ら
な
い
中

で
、
支
出
ば
か
り
が
増
え
て

い
く
▼
舞
鶴
に
ア
メ
リ
カ
の

軍
艦
が
寄
港
し
た
。
こ
の
軍

艦
、
日
本
海
で
ロ
シ
ア
の
軍

艦
と
一
触
即
発
の
事
態
を
寄

港
前
に
起
こ
し
て
い
る
。
そ

ん
な
軍
艦
が
舞
鶴
港
に
▼
労

働
組
合
に
加
入
後
、
会
社
に

子
ど
も
の
保
育
園
通
園
の
た

め
の
「
就
労
証
明
書
」
を
求

め
た
ら
、「
強
要
未
遂
」
と

し
て
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
と

ん
で
も
な
い
京
都
で
の
事

件
。
今
、
大
阪
高
裁
に
。
引

き
続
き
労
働
組
合
つ
ぶ
し
の

弾
圧
問
題
に
注
目
し
て
い
き

た
い
。 

（
Ｔ
Ｆ
）

10
月
、
冷

房
を
切
っ
た

か
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に

暖
房
を
入
れ

な
く
て
は
な

ら
な
い
ほ
ど

寒
く
な
っ
た

の
で
、
今
年

は
秋
が
な
く

TUBUYAKI

仕
方
な
い

変
え
る

仕
方
な
い

変
え
る

11月20日（土）　�民主府政の会第２回全体会議� �
14：00　ラボール京都ホール

12月５日（日）　�22春闘討論集会� �
13：30　ルビノ京都堀川

主
な
日
程

「
変
え
る
リ
ー
フ
Ⅱ
」
一
人
で
も
多
く
の
人
に
届
け
た
い

「新いのち署名」への協力を訴える
京都医労連の仲間　　　　　　　　

全
労
連
の
提
起
を
受
け
て

京
都
総
評
は
、「
変
え
る
リ
ー

フ
Ⅱ
」
を
大
規
模
に
配
布
し

て
労
働
組
合
を
知
ら
せ
、
み

ん
な
で「
変
え
よ
う
」と
呼
び

か
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、

11
月
か
ら
来
年
１
月
を
「
集

中
期
間
」
に
設
定
し
、単
産
・

地
区
労
協
で
「
変
え
る
リ
ー

フ
Ⅱ
配
布
計
画
」を
立
て
、単

産
・
地
域
総
が
か
り
で
配
布

し
て
多
く
の
労
働
者
に
労
働

組
合
を
知
ら
せ
る
取
り
組
み

を
提
起
し
、
11
月
19
日
を
中

心
に
府
内
一
円
の
37
カ
所
で

一
斉
宣
伝
・
配
布
行
動
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
京
商
連
や

11
月
は
秋
季
年
末
闘
争
の

ヤ
マ
場
。
京
都
医
労
連
は
全

国
統
一
行
動
に
呼
応
し
て
、

「
新
い
の
ち
署
名
」
の
街
頭

要求実現めざし、
公務・民間・地域が一体で

ひ
と
り
の
「
仕
方
な
い
」
か
ら
　

あなたのそばに

労働組合が

あります
。

み
ん
な
で

「
変
え
る
」へ

コロナ禍で収入減、シフト減、解雇、雇止め…。

まずは相談を！

0120-378-060

全国労働組合総連合
〒113-8462  東京都文京区湯島2-4-4 
TEL 03-5842-5611  FAX 03-5842-5620

労働相談、労働組合づくり、加入受付中！
コロナ関連の休業や失業、賃金カット。
あきらめずに相談を！

パート、アルバイト、派遣、正社員・職員など雇用条件
や職種、国籍を問わずに、全国どこでも、一人でも入れ
る労働組合があります。働くことで困ったら迷わず相談
を！ あなたの街の労働相談センターにつながります。

メール相談・全国の労働相談センターはこちら▼

コロナ禍であらわになった貧困
　今、コロナ禍で生活が大変になっている人が
大勢います。今年の年末年始とゴールデンウィー
クには、東京・麹町の聖イグナチオ教会で大人
食堂が取り組まれ、食料配布などが行われました。
　私も取材させてもらったのですが、支援団体の

方たちによると、これまでは食料をもらいに来るのは年配の
男性が中心だったけれど、今回は小さな子ども連れの女性
や大学生、そして外国籍の方が増えているとのことでした。
　コロナ禍によって、若い女性の自殺が増えているなど貧
困の問題が深刻になっています。ただし、それは年末年始
やゴールデンウィークの前から指摘されていたことです。先
回りする対策が必要だったのに、行われなかったことに大
きな問題があります。
　大人食堂の現場を見て真っ先に感じたのは、「公助はど
こへ行った？」でした。今の政権はすぐに「自助」と言いま
すが、私にはそれが「自己責任」「自業自得」という言葉に
聞こえます。自助・自己責任を言う前に、どれだけ国や自
治体が責任を果たしてきたのか、とても疑問を感じています。

生活が苦しいのは、あなたのせいじゃない
　自殺対策のキャンペーンに採用された言葉で、私が大切
にしている言葉があるのですが、それは「弱かったのは個人
の力ではなくて、社会の支える力でした」です。この言葉を、
今コロナ禍などで苦しんでいる人に届けたいと思います。
　今、生活が苦しいのは、みなさんの責任ではなく、社会

のセーフティネットや支える力が弱いのが問題です。決して
自分を責めないでください。しかるべき「公助」が投入され
るべきですし、支援団体や労働組合などでセーフティネット
を作ろうと頑張っている人たちもいます。そういう意味では、
あなたはひとりぼっちではありません。
　私は現在、毎週水曜日午後９時から、
YouTubeでラジオ型番組「Dialogue for 
People」を配信しています。テーマはさま
ざまで、最近では入管法改正問題や障
害者とバリアフリー、ユニバーサルデザイ
ンなどを取り上げました。社会的に弱い
立場に置かれているマイノリティーの声が
置き去りにされない社会をめざしています。社会の問題に気
づき、声をあげるきっかけにもなればうれしいですね。

居酒屋の店長だった兄の過労死
　私には13歳違いの兄がいました。居酒屋で店長をしてい
たのですが、何カ月も休みなしに働かされ、過労で亡くなり
ました。私がまだ中学生の時のことです。労災は認められま
したが、だからといって亡くなった人の命は戻ってきません。
　ともすれば労働者は、大きな企業を前にして声をあげる
ことすらできず、場合によっては死に追いやられることもあり
ます。「NO」と言えず、自分の責任だと抱え込んでしまう。
大きな声を前にしたら、１人の声ではかき消されてしまいま
す。「それっておかしいよ」「おかしいって声をあげていいんだ
よ」。そう言えるための、連帯する場が必要です。労働組
合を作って、そこから声をあげていくことは、社会を変える
ためにとても意義のあることだと思います。

やすだ なつき●1987年神奈川県生まれ。NPO法人Dialogue for People（ダイアロー
グフォーピープル/D4P）所属フォトジャーナリスト。同団体の副代表。16歳のとき、「国境
なき子どもたち」友情のレポーターとしてカンボジアで貧困にさらされる子どもたちを
取材。現在、東南アジア、中東、アフリカ、日本国内で難民や貧困、災害の取材を進める。
著書に『写真で伝える仕事―世界の子どもたちと向き合って―』（日本写真企画）、他。
現在、TBSテレビ『サンデーモーニング』にコメンテーターとして出演中。
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か
ら
み
ん
な
で�

へ

新
婦
人
な
ど
民
主
団
体
へ
リ

ー
フ
配
布
の
要
請
、
行
政
関

係
の
窓
口
に
配
架
し
て
も
ら

う
要
請
、
飲
食
業
従
事
者
な

ど
を
対
象
に
し
た
「
繁
華
街

宣
伝
」
や
大
学
生
を
対
象
に

し
た
宣
伝
な
ど
も
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
単
産
・
地
区
労

協
で
別
項
の
「
行
動
内
容

（
例
）」
も
参
考
に
し
て
具

体
的
な
計
画
を
立
て
て
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
減
、
シ
フ
ト
減
、
解
雇
や
雇
止
め
…
。
困
難
に

直
面
す
る
労
働
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
多
く
は
「
仕
方
な
い
」

と
あ
き
ら
め
て
い
る
の
で
は
。

労
働
組
合
の
姿
と
魅
力
を
知
ら
せ
、「
ま
ず
は
相
談
を
」
と
労
働

相
談
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
仕
方
な
い
」
か
ら
み
ん
な
で

「
変
え
る
」
へ
、「
労
働
組
合
に
入
っ
て
一
緒
に
変
え
よ
う
」
と
呼

び
か
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、「
変
え
る
リ
ー
フ
Ⅱ
」
の
配
布
を
単

産
・
地
域
で
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

労
働
組
合
を

知
ら
せ
よ
う

「変えるリーフⅡ」を
総がかりで配布しよう

・会議前・後に会議会場付近へ配布
・職場の近隣への配布
・�単産では関係する団体への訪問・配架などの要請
行動�
例）�医労連は、民医連の病院への配架を検討して
います。

　　など

・�会議前・後に会議会場付近への配布
・�食プロや何でも相談会での活用�
例）�亀岡地労協は、食プロ告知の全戸配布で一緒
に配布しています。� �
北上地区労は、食プロ当日に参加者に配布し
ています。

・�「〇〇団地全戸配布計画」などの配布計画�
→�地区労協の計画を元に、京都総評として、単産・地区労協への応援支援要
請

・�地域の民主団体（民商・新婦人・民青・共産党・民医連など）への配架・構
成員への配布のお願い回り

・�公的組織（職安・市区役所・町村役場・振興局・公民館・社協）・地域の諸
団体へのリーフの紹介、配架のお願い回り�
例）埼玉では、公民館に配架してもらった事例もあります。

・地域のお店などへ訪問し、置きビラの要請回り
　　など

　総評新聞260号中面、大会での発言紹介で３人目が「徳居洋介代議
員」となっていますが、正しくは「得居洋介代議員」です。お詫び
して訂正いたします。

「
変
え
る
リ
ー
フ
Ⅱ
」配
布
行
動
内
容（
例
）

労働組合は、働くものが手をとりあって
声をあげることで、
くらしや働き方などの困難を
前向きに変えていくところです。
経営者や国、自治体などに私たちの声を
届けることで、さまざまな権利や制度の
改善を実現しています。

CASE_01

CASE_04CASE_03

CASE_02

CASE_05

VOICE！

コロナ禍での1人10万円の特別定額給付金や小学校休業
等対応助成金の個人給付などを実現したのも、労働組合が
労働者や市民の声を政府や国会議員に届けたからでした。

みなさんから寄せられた声は、プラ
イバシーに配慮の上、政府や国会
議員、自治体への要請などで活用し
ます。

雇用調整
助成金の助成率

引上がった

休業支援金・
給付金の対象が

シフトカットされた人や
大企業非正規労働者

へも適用

FAXや郵便でもなどでも
受け付けています。 FAX：03-5842-5620

みんなの声 VOICE！
係行
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➡  QRコードから簡単アクセス！

あなたの声を
きかせてください

雇用保険の
給付日数が
延長された

もし労働組合で声をあげなかったら、 
仕事は続けられなかった
埼玉・東松山市で学校事務職員に対し、新型コロナ感染拡大
などに伴う財政削減を目的に「労働時間を週25時間（1日5時間）
の半分に減らす」と、突然の通告がありました。勤務時間が半
減すると生活できなくなると不安を感じた学校事務職員が地域の
労働組合に相談し、複数で教職員組合に加入。教職員の声な
ども集めながら市と交渉を行い、通告を白紙撤回させました。
その後の交渉で有給休暇、休憩時間、残業や夏季休暇の付与
などの改善も実現しています。

フリーランスにも給付型支援を！ 
雇用と暮らしを守るために
映像制作、デザイナー、宅配、建設関係など多くの人たちがフリー
ランス（個人事業主）として働いています。雇用保険や労災保険に
入れず、最低賃金も適用されない、有給休暇もないなど無権利
状態に置かれています。新型コロナに感染した場合の補償もない
なか、フリーランスでつくる労働組合は「フリーランスにも給付型
支援を」と声をあげ、学校臨時休校に伴う給付金、持続化給付
金、家賃支援給付金の対象拡大などを実現させました。労働組
合では、給付金申請などの相談に応じるとともに、フリーランス
でも加入できる労災や共済などで雇用と暮らしを守っています。

コロナ禍、労働組合の交渉で 
ボーナスゼロを撤回させた
徳島の長距離バスターミナルにある土産店「徳島県物産館」は、
コロナ禍で観光や県外移動が自粛されるなか厳しい営業状態
が続いています。2020年4月から5月に全面休業したこともあり、
会社は夏のボーナスが払えないとしてきました。労働組合は「ボー
ナスは生活費の一部。感染リスクを負いながらがんばっている労
働者に報いるべき」などと抗議して、ボーナスゼロを撤回させまし
た。その後、ボーナス支給とあわせ、パートを含む全従業員の
賃金100％補償を確保。労働組合が県会議員などに要請し、県
が所有する店舗の休業中の家賃免除も実現しました。

「生活できない」「保健師が足りない」 
一人ひとりの声が「変えた」
新型コロナによる一斉休校で労働者を有給で休ませた企業への
「小学校休業等対応助成金」ができましたが、企業の「使い渋
り」が横行。「会社が助成金を使ってくれず、生活ができない」と
いう子育て中の労働者からの切実な声を受けて、Twitterなどで
その想いを拡散。国や国会議員にも働きかけて「個人申請」を
実現させました。
“コロナ対応で「保健師」が足りない！”と大きく報道されましたが、
自治体の労働組合は国に現場の声を届け、保健師の増員を要
請。2年間で900人の保健師増員ができる予算を確保させました。

非正規雇用に正規と同一の 
扶養手当、住居手当、特別休暇
福島・郡山市の保育職場では、正規・非常勤・臨時・再任用
などさまざまな労働条件で保育士・看護師・調理師が働いてい
ます。職員全員が労働組合に結集し、非正規雇用で働く仲間の
労働条件改善を求めて交渉を重ね、有給での特別休暇、正規
職員と同一基準での扶養手当、住居手当の支給、特別休暇で
の夏季休暇の新設、有給での療養休暇新設などを実現しました。
臨時保育士からは、「夏休みを特別休暇で取得でき、家族との
休みを満喫できる！」と喜びの声が。

切手を
貼ってください

#労働組合が
できること

政策・制度を変えるのは、

あなたの声！

郵 便 は が き

キリトリ（厚紙に貼る）

VOICE！

回
答
を
出
さ
せ
、
団
体
交
渉

が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

公
務
単
産
は
、
公
務
員
賃

金
の
確
定
闘
争
、
会
計
年
度

職
員
な
ど
非
正
規
労
働
者
の

待
遇
改
善
の
取
り
組
み
な
ど

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

地
区
労
協
は
、
宣
伝
を
中

心
に
し
た
「
秋
の
地
域
総
行

動
」
で
地
域
か
ら
労
働
組
合

の
姿
を
知
ら
せ
る
取
り
組
み

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

年
末
一
時
金
を
は
じ
め
と

し
た
要
求
実
現
め
ざ
し
て
、

公
務
・
民
間
・
地
域
一
体
で

秋
季
年
末
闘
争
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。

宣
伝
や
京
都
府
と

府
議
会
へ
の
要
請

行
動
な
ど
約
２
０

０
人
が
参
加
、
建

交
労
は
近
鉄
十
条

と
大
久
保
で
の
駅

頭
宣
伝
や
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
で
の

ト
ラ
ッ
ク
労
働
者

と
の
対
話
行
動
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は

門
前
宣
伝
行
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
職
場
で

は
年
末
一
時
金
の

ま
ず
は
相
談
、

そ
し
て
労
働
組
合
へ

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も

「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な

い
」
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ

た
り
、「
現
状
を
変
え
た
い

け
れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
労
働
者
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

ま
ず
相
談
を
」
と
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー
を
知
ら
せ
、「
労
働

組
合
が
で
き
る
こ
と
」
を
伝

え
て「
み
ん
な
で
変
え
よ
う
」

と
呼
び
か
け

る
「
変
え
る

リ
ー
フ
Ⅱ
」

を
か
つ
て
な

い
規
模
で
配
布
・
活
用
し
て
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
労
働
者

に
届
け
る
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
労
働
組
合
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
組
織
拡
大
の
う

ね
り
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

＊単産では

＊地区労協では

お詫びと訂正

秋季年末
闘争21

労
働
組
合
の
魅
力
を
伝
え
る
大
作
戦
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府労委でのたたかい
◆ 福祉保育労 ◆

市民が
�運動を広げる時

講
演
す
る
本
田
宏
さ
ん

（
上
）
と
質
問
す
る
京

都
医
労
連
の
仲
間
（
下
）

京都市役所前で訴える福祉保育労の仲間

結
果
を
振
り
返
り
、

「
選
挙
だ
け
で
社
会

が
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
。
今
こ
そ
市
民

が
日
常
的
に
運
動
を

広
げ
る
時
だ
」
と
強

調
し
、
沖
縄
や
海
外

の
市
民
運
動
か
ら

「
学
ぶ
こ
と
は
『
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
』

『
勝
つ
ま
で
た
た
か

い
を
や
め
な
い
こ

と
』。
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
を
広
げ
よ
う
」

と
は
呼
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
の
あ
と
、「
９
条
壊

す
な
」「
憲
法
守
ろ
う
」

と
憲
法
ウ
オ
ー
ク
で
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

11
月
３
日
、
円
山
音
楽

堂
で
行
わ
れ
た
憲
法
集
会

は
１
３
０
０
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。「
憲
法
を
活
か
す

日
本
を
つ
く
る
」
～
市
民

本
を
開
け
ば
山
の
空
気

が
吹
き
上
が
る
。
そ
ん
な

小
説
を
１
冊
ご
紹
介
。
物

語
は
、
出
版
社
に
勤
め
、

キ
ャ
リ
ア
も
着
実
に
積
ん

で
き
た
単
身
ア
ラ
フ
ォ
ー

女
性
の
登
山
日
記
（
の
よ

う
な
も
の
）。
登
る
山
に

は
槍
ヶ
岳
、
燕
岳
、
雲
ノ

平
な
ど
、
登
山
者
憧
れ
の

北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
も
登

場
。
彼
女
は
仕
事
の
合
間

を
ぬ
っ
て
、
数
日
か
け
て

一
人
で
縦
走
し
ま
す
。
歩

き
な
が
ら
仕
事
、
恋
愛
な

ど
日
常
世
界
の
過
去
・
現

在
を
振
り
返
り
、
そ
し
て

自
分
の
内
面
と
向
き
あ

う
。
そ
う
し
な
が
ら
も
道

々
で
出
会
う
草
花
、
木
漏

れ
日
、
風
、
ど
こ
ま
で
も

広
が
る
山
々
の
景
色
を
、

全
身
で
感
じ
る
。
旅
は
道

連
れ
。
人
と
の
出
会
い
も

あ
る
。
日
常
の
よ
う
な
非

日
常
の
登
山
を
経
て
、
ま

た
日
常
を
生
き
る
力
を
得

て
い
き
ま
す
。

私
も
登
山
が
趣
味
で
す

が
、「
私
に
と
っ
て
の
山

登
り
っ
て
そ
れ
！
」
と
共

感
し
た
物
語
で
す
。
ち
な

み
に
作
者
は
全
く
登
山
経

験
が
な
い
と
の
こ
と
。
け

れ
ど
読
み
終
わ
っ
た
後

は
、
き
っ
と
山
を
登
っ
た

気
分
に
な
れ
ま
す
よ
。

わたしの
オススメ

本

�
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京
都
市
職
労
　
書
記
長

福
本
　
え
り
か

八
月
の
六
日
間

10
月
12
日
の
証
人
尋
問
に

は
、
元
組
合
役
員
と
京
都
市

の
元
課
長
が
組
合
側
の
証
人

に
立
ち
ま
し
た
。
元
課
長

は
、「
長
年
京
都
市
に
勤
務

し
て
き
て
、
誠
心
誠
意
仕
事

を
し
て
き
た
。
組
合
と
の
労

使
関
係
に
つ
い
て
も
過
去
に

京
都
市
長
が
実
質
的
な
労
使

て
い
た
』
と
言
わ
れ
た
こ
と

は
納
得
い
か
な
い
」「
自
分

の
在
籍
中
は
全
館
所
に
足
を

運
ん
で
事
業
を
見
守
っ
て
き

た
。
他
の
職
種
と
比
べ
て
低

い
処
遇
を
な
ん
と
か
改
善
し

た
い
と
検
討
し
て
き
た
」

「
委
託
し
て
い
る
が
本
来
は

京
都
市
が
主
体
的
に
実
施
す

べ
き
。
委
託
先
に
独
自
財
源

が
な
い
以
上
、
そ
の
責
任
は

京
都
市
に
あ
る
」
と
証
言
。

労
使
関
係
に
基
づ
く
団
体
交

渉
を
重
ね
て
き
た
事
実
と
経

過
が
、
京
都
市
と
組
合
の
双

方
の
当
事
者
の
証
言
か
ら
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

勝
利
め
ざ
し
て
、

い
っ
そ
う
奮
闘

２
回
の
証
人
尋
問
を
終

え
、
１
月
11
日
に
最
後
陳
述

を
行
う
審
問
で
結
審
に
な
る

予
定
で
す
。
府
労
委
で
の
た

た
か
い
に
勝
利
し
、
学
童
保

育
・
児
童
館
職
員
の
処
遇
改

善
や
よ
り
よ
い
保
育
が
で
き

る
条
件
づ
く
り
に
向
け
て
京

都
市
と
団
体
交
渉
を
行
っ
て

い
け
る
よ
う
に
、
取
り
組
み

を
強
め
て
い
き
ま
す
。
引
き

続
き
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

世
界
的
に
見
て
も
少
な
い

日
本
の
公
的
病
院
。
に
も
関

わ
ら
ず
進
め
よ
う
と
す
る
統

廃
合
計
画
。
ベ
ッ
ド
数
あ
た

り
少
な
い
医
師
・
看
護
師

数
。
ま
た
、
低
く
抑
え
続
け

ら
れ
て
い
る
診
療
報
酬
。
世

界
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
て

い
る
医
療
費
無
料
等
、
デ
ー

タ
を
示
し
な
が
ら
そ
の
問
題

点
を
指
摘
。
マ
ス
コ
ミ
が
報

道
し
な
い
問
題
を
学
び
、
正

し
い
診
断
が
必
要
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

教
育
の
大
切
さ

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
幼
児

・
初
等
教
育
で
重
視
し
て
い

る
こ
と
は
「
よ
く
遊
べ
」・

「
自
立
と
民
主
主
義
を
考
え

る
」。
ド
イ
ツ
で
は
、「
と
に

か
く
喋
る
」
こ
と
に
小
学
校

か
ら
重
点
を
お
く
。
自
由
な

議
論
の
土
壌
が
初
等
教
育
か

ら
で
き
て
お
り
、
教
育
費
の

国
民
負
担
が
極
め
て
低
い
。

政
治
へ
の
関
心
も
高
く
国
政

選
挙
の
投
票
率
は
80
％
を
超

え
て
い
る
な
ど
、
教
育
の
大

切
さ
を
笑
い
を
交
え
な
が
ら

話
さ
れ
ま
し
た
。

学
ぶ
こ
と
、学
ん
だ
こ
と
を

伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
痛
感
し
た
学
習
会

で
し
た
。
学
習
会
の
動
画
は

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
京
都
総
評

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
見
ら
れ
ま
す

労
使
関
係
に
基
づ
く

交
渉
だ
っ
た

デ
ー
タ
を
学
び

事
実
を
知
ろ
う

左京地区労

左京地区労定期大会団結がんばろう

労
働
組
合
の
姿
を

地
域
に
　
　
　
　

地区労協
の活動

他の地区労協から
学び、課題克服へ

左
京
地
区
労
は
、
10
月
22

日
に
定
期
大
会
が
無
事
（
何

と
か
？
）
終
了
し
ま
し
た
。

他
組
合
同
様
コ
ロ
ナ
禍
の
感

染
防
止
に
留
意
し
、
か
つ
想

定
外
の
総
選
挙
さ
な
か
と
い

う
困
難
の
な
か
コ
ン
パ
ク
ト

な
大
会
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

議
案
か
ら
一
部
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
書
い
て
い
き
ま
す
。

左
京
と
い
え
ば
市
長
選
や

知
事
選
で
「
左
京
だ
け
は
勝

つ
」
印
象
が
お
あ
り
で
し
ょ

う
が
、
け
っ
し
て
「
お
手
本

地
区
労
」
で
な
く
、
む
し
ろ

他
か
ら
学
び
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、

１　

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
・

接
触
が
制
限
さ
れ
る
中
で
の

活
動
の
工
夫
。
実
は
昨
年
秋

が
地
区
労
50
周
年
で
し
た
が

何
を
す
べ
き
か
は
ま
だ
検
討

中
で
す
。

２　

上
記
の
工
夫
で
思
い

つ
く
の
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ブ
ロ
グ
な
ど
で
の
つ
な

が
り
で
す
が
、
メ
ー
ル
以
外

に
取
り
組
め
て
ま
せ
ん
。
デ

ジ
タ
ル
化
の
光
と
影
を
研
究

し
つ
つ
、
生
か
し
て
い
く
方

針
で
す
。

３　

意
外
に
も
街
頭
宣
伝

を
効
率
的
に
で
き
る
ほ
ど
、

人
流
の
多
い
場
所
は
少
な
い

で
す
。
ま
ず
思
い
つ
く
の
は

出
町
柳
く
ら
い
で
す
。
南
北

に
広
い
左
京
区
で
す
が
我
々

の
把
握
し
て
い
る
の
は
点
と

線
だ
な
と
の
感
じ
で
す
。

４　

そ
の
背
景
は
役
員
、

活
動
者
の
不
足
、
素
因
は
組

合
員
の
加
入
困
難
な
ど
組
合

共
通
の
悩
み
で
し
ょ
う
。
そ

の
解
決
は
前
述
の
工
夫
も
含

め
、
今
後
常
任
幹
事
会
で
議

論
し
て
い
き
ま
す
。

議長　小西　悟

証
人
尋
問
終
え
、年
明
け
に
は
結
審
へ

い
よ
い
よ
大
詰
め

京
都
市
の　
不
当
労
働
行
為
救
済
事
件

診断と処方箋ドクトル本田に
聞く

関
係
に
あ
る

と
判
断
し
た

こ
と
が
継
続

し
て
い
た
も

の
。
そ
れ
を

『
個
人
の
認

識
が
不
足
し

10
月
14
日
、
全
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
い
の
ち
ま
も
る
医
療
・
社
会
保
障

立
て
直
せ
総
行
動
」
の
京
都
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
情
勢
を
学
び
、「
新
い
の

ち
署
名
」、
京
都
府
知
事
あ
て
の
「
コ
ロ
ナ
署
名
」
の
推
進
の
た
め
、
本
田
　
宏

さ
ん
を
招
い
て
京
都
総
評
・
京
都
社
保
協
の
共
催
で
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

10
月
12
日
と
29
日
に
京
都
府
労
委
で
行
わ
れ
た

証
人
尋
問
で
、
京
都
市
が
実
質
的
な
使
用
者
と
し

て
労
働
条
件
を
決
め
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
団
体

交
渉
に
よ
っ
て
処
遇
改
善
を
行
い
、
処
遇
要
綱
に

よ
っ
て
全
館
所
統
一
処
遇
が
守
ら
れ
て
き
た
事
な

ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

生かそう憲法 守ろう９条

11.3憲法集会

の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

署
名
運
動
を

す
す
め
よ
う

学
習
会
当
日
は
、
民
医
連

を
は
じ
め
労
働
組
合
や
地
域

が
社
会
を
変
え
る
に
は
～

と
題
し
て
講
演
し
た
伊
藤

千
尋
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、９
条
の
会
世
話
人
）

の
話
に
参
加
者
は
大
い
に

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
総
選
挙
の

社
保
協
で
宣
伝
・
署
名
行
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ

て
の
組
織
で
、
い
の
ち
が
大

切
に
さ
れ
る
地
域
を
つ
く
る

「
声
」
を
国
や
京
都
府
に
届

け
る
た
め
、
署
名
の
取
り
組

み
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。　

「新いのち署名」に取り組もう


